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ネギネクロバネキノコバエの生態解明および 
防除手法の開発 

 

 

   2014 年これまで国内で未確認のネギネクロバネキノコバエ（以下ネギネ） 

 による被害がネギおよびニンジンに発生しました。このため、国や大学と連 

 携して研究を行いました。その結果、本種は中国のニラなどで発生している 

 ものと同種であること、多く発生する時期や増えやすい条件などの特徴を明 

 らかにしました。さらに、有効な農薬を選抜して、効果的な防除方法を組み 

 立てました。これらの研究成果を活用して、生産者や市町村などと一体とな 

 って防除に取り組んだ結果、被害は非常に少なくなっています。現在は、さ 

 らに省力的に防除を行えるように、研究に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（病害虫研究担当  TEL 048-536-0409） 

ネギを食害するネギネ幼虫 
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防除マニュアルの作成 


